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宙Qグ兇てる 東京湾の魚介類は私たちの
かけがえのない食糧資源です。

『可

.．｜
陸釧

地球にやさしく・東京湾にや
現在の東京湾でとれる魚というと、春はボラ・サ

ヨリ・イワシ、夏はサワラ・スズキ、秋から冬にか

けてイワシ・コハタ、その他にタチウオ・イシモチ・

クロダイ・キス・力レイなどです。干潟や浅海では、
貝類はアサリ・バカ力.イ、海藻はおもにノリがとれ
ます。（南北約60キロの東京内湾では千葉県全体の
三分の一の生産額を生み出しています｡）

かって東京湾では、魚の宝庫といわれる瀬戸内海
でとれるすべての魚がみられたといいますから、多
くの貝類・カニ類．イカ類・魚類が姿を消したこと
になります。

湾のなかでも干潟や浅海は、人間の体でいえは眼
だ、といわれます。こういった場所から－度消えた
生きものが再びもどってくることはあるのでしょう
か、答えは否でしょう。干潟では、魚でも海藻でも
とても微妙なバランスの上に生きており、広い海の

なかの一部の埋めたててさえ、その影響はときに破

壊的になることがあるのです。

このいくつもの都市に囲まれた内湾のなかに生き

ものたちの聖域が残されている、そしてこれらを保
護し、残していくことは現代の奇跡である、という
考えもあるかもしれません。しかし港からはイワシ

か、スズ画キか、ホラか、カレイか、ノリか毎日各地
の市場へ送られてゆきます。それに気温や湿度を調
整し、私たちの環境を快適に保ってくれるのも東京

湾のおかげなのです。もし東京湾をすへて埋めたて
てしまったら、もし東京湾か魚か一匹も棲めない程

汚れてしまったら、私たちの生活はとうなってしま

うのでしょうか。

私たちは、未来に向けて東京湾の恩恵を受けてゆ

き、そして天然の資源としての東京湾を次の世代に

残してゆかなければなりません。そのためには、こ

れ以上自然を壊すことのない、東京湾の都市として
の発展について、私たちか力を合わせて考えてゆく

ことか必要なのではないでしょうか。

ＳａｖｅＴｈｅＴｏｋｙｏＢａｙ地球にやさしく・東京湾に
やさしく｜船橋市漁業協同組合では、このキャンペ
ーンをとおして､自然のしくみと対話をすることが、
すべての人々のテーマとなることを願っています。
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新鮮なあさりが
毎日水揚げされています。鐘）
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産強三・.二

東京湾の北端、船橋沖から南行徳にかけて、「三
番瀬」と呼ばれる浅く小さな海があります。ここで’
のあさりの漁獲高は、毎年上下はありますか、多い’
時には首都圏の消費量のＢ割を占めるといいます。
三番瀬に流れ込む江戸川の栄養分の豊冨な淡水と海
水の塩加減が適当なため、環境的にあさりの発生か
ら成長に有利な条件を備えているのです。
ところが、あさりの漁獲高か大きく減ってしまう、

時としてゼロになってしまうことかおこります。大
きな原因は、毎年決まってやってくる｢青潮｣です。
正常な生態系では、川からの栄養分がプランクトン
の餌になり、それを海の生物か食べて成長します。
しかし、生活排水や工場廃水によって有機物やチッ
ソやリンなどの栄養塩の濃度の高い海水は、プラン
クトンを大量発生させます。これらか死ぬと、死骸
は海底に落ちて行きます。埋め立てのために深く掘
られた穴に沈殿したプランクトンの死骸は､腐敗し、
その際に海水の酸素を多量に奪います。こうしてで
きた無酸素、貧酸素水が、秋になると海流の流れて
浅海にやってくる－これか「青潮」の正体です。酸
素のない水かやってくる訳ですから、動きのにぶい
あさりにとってはたまりません。
そして、例えば約２万トンのあさりか、青潮やそ

の他の原因で全滅してしまうほどの被害を受けたと
します。そこに同じ量のあさりを放流しても、もと
の水準に戻るためには何年もの歳月を要します。い
ちど壊れた自然を人間の力で調整するにはたくさん
の時間が必要なのです。
江戸時代に都が繁栄し、その機能の基盤を築いた

東京湾は現在も発展を続け、私たちの豊かな生活を
支えています。そこでプランクトンが異常発生し、
あさりが大量死する。これは、地球を組織する細胞
とも言える個々 の生物どうしの均衡か崩れ、地球に
変化が起こってきているということです。もちろん
人間もその中のひとつの､‘種”であることを忘れて
はいけません。

あさりの生命の問題は、私たち人間か生きていく
ことと大きなつながりを持っているのではないでし
ょうか。

船橋市漁業協同組合
〒273船橋市湊町ｌ－２４－６

ＴｅＩ(代)O474-31-2041FaxO474-31-7209
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Ｓ昼兇てる
地球にやさしく・東京湾にや
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●亨熱発祥の地で戎◎
皇ＡＩ

“ノリ，，と言うと、水中の岩礁に生ずる苔状の海

草全般を指しますが、一般には、浅草海苔に代表さ
ル､＆ハ｡'

れる甘海苔類を指すのが普通です。浅草海苔という
ＬＩ．･１３n.評・

のは、隅田111河口の下総国葛西郡で採れたノリを浅

草で製したことによると言われています。

天然のノリの産地は、最干潮と最満潮の間の比較

的浅い海です。そして川からの栄養分の豊富な真水

と塩水の混じり合う事が必要なため、各地の内湾の

浅海で養殖が行われています。特に東京湾は古来よ

りノリの名高い産地であり、ノリと言えば江戸前の

浅草海苔と相場が決まっていました。それに日本人

ほどノリを食べる民族は世界に例を見ないそうで、

私たちの日々の食卓の焼き海苔、つくだ煮はもとよ

り、精進料理の大切なビタミン、ミネラル源でもあ

り、俳譜の春の季語としてもみられます。

しかし、他の水産物と同じくノリの産地も水質汚

濁や埋め立てにより狭められ、現在の東京湾では千

葉県の富津、そして行徳から船橋にかけてと木更津、

それにわずかに神奈川で採れるのみになりました。

そのなかで、年間約3000万枚が採れるという船橋浦

のノリは、昔の江戸前のノリに匹敵する良いもので

あるといい、品評会でも非常に高い評価を受けてい

ます。

徳川将軍家の御菜浦一おさいうら；将軍家の御台

所の肴となすべき魚介類を採る海一と呼ばれた時代

から今日まで、“江戸前”は生きているのです。

●

●

船橋市漁業協同組合
〒273船橋市湊町１－２４－６
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〒273船橋市湊町ｌ－２４－６
Ｔｅｌ.(代)0474-31-2041Fax.Ｏ474-31-7209
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。灸い＆巳＠F
やさしく・東京湾にやさ ＜④地球Ｉ

鐘>東京湾の誕生。
◎

刑

今から約二万年前、氷河期の寒気か頂点に達し、

富士山は大噴火し火山灰が降り注ぎ、そのなかで人

間は、主食である獣を追う放浪の狩猟生活を行って

いました。その当時関東地方に内湾はありませんで

した。

その後寒気かやま'ざをこえると、時代は氷河期か

ら間氷期へと緩やかに移ってゆきます。気温の温暖

化により南極と北極や高緯度地帯を覆う氷河と氷床

かとけはじめ､海水となって海へ帰ってゆくのです。

約１万５千年前、気温の変化によって移動する動物

群を追って狩猟民もこの地から姿を消しました。そ

の頃より急速に海面は上昇し、現在の東京湾の場所

にも内湾か形成されてゆきます。

その河口部分に人間の集団か生活を始めました。

約９千年以上前のことです。

彼らの先住民との決定的な文化の違いは、土器の

使用、そして定住する生活をするということです。

石器時代を旧石器時代と新石器時代とに分ける最も

重要な要素の一つが土器の使用の有無の問題であり、

初期の新石器時代人かその頃に現れたことになりま

す。新石器時代人が定住生活を送っていたのは、食

料資源として、獣の狩猟のほかに身近な内湾と川の

魚貝類の捕獲をおこなっていたからです。

土器を使って食物を煮る､貯蔵する事の始まりと、

獣を追うよりもはるかに安定した海の恵みが人間の

生活史を大きく塗り替えました。

人間の生活を支える豊かな漁場としての東京湾が

ここに誕生したのです。
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鐘>東京湾を作った男。宙呼

争
勺

趨
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地球にやさしく・東京湾にや ⑥ 天正18年(1590年)、全国制覇を目指す豊臣秀吉の副

将であった徳川家康は関白の示唆により、江戸を本
拠とした六ケ国二百四十万石を治める大名となりま

した。しかしそのときの江戸というのは、江戸城を

築城した太田道潅の死より百年余りたった戦国時代

にあり、その荒廃ぶりは凄まじかったと言います。

城は北条氏の支城でしたが、ちかくには百戸ばかり

の民家があるのみという寒々としたもので、道潅の

先見も空しく内湾は自然の湿地帯に戻り、そこは海

賊の戦場でした。徳川氏の城下町となった江戸の町

は、家康の徹底した軍備の強化によって平和と安全

をとりもどし、いわゆる「天下普請」の都市計画を

おこなって行きます。征夷大将軍になり江戸幕府を
開いた家康の権力の増大と同時にふくれ上がる人口

一武士、商人、職人やそれらの家族らか住む街を、

山を切り崩して海を埋め立てることによって作るこ

とが始まります。この17世紀初頭の極東の都市につ

いてスペイン人ドンロドリゴデビベロは「スペ

インの市街に勝っている」と、イギリス東インド会
社貿易船隊指令官ジョンセーリスは「イングラン

ドのどの街路にも劣らない」と語っています。また
一方では魚好きであったと伝えられる家康は、効率

の良い漁法を持つ摂津、伊勢、紀州などの漁民に無

償で海に面した埋立地を与えて移住させ、好物の魚

貝を優先的に献上させたそうです。この為政者の趣

好による集団移民は革新的な漁業振興となりました。

もともと地形的に恵まれた内湾の漁師達は最新の魚

猟法を会得し､江戸の成長と共に漁獲高も増えます。

元和元年（1615年)の「大坂夏の陣｣を以て戦国時代

は幕を閉じ、その後二百年以上にわたる戦争のない

泰平の徳川時代の中で、江戸は八百八町と呼ばれる

世界一の人口を誇る大都市に成長します。１６世紀に

南蛮船により長崎にやってきた天ぷらは18世紀には

江戸の町で売られるようになり、１９世紀になると有

名な江戸前のにぎりずしか発明されます。江戸湾は
この時期に、後に日本を代表する料理となる江戸料

理の発展と共に日本一の豊霞の海となり、また徳川

氏の権力とすぐれた自然条件を生かした流通、交通

の拠点として巨大消費都市江戸を支えていました。

船橋市漁業協同組合
〒273船橋市湊町Ｉ－２４－６

ＴｅＩ.(代)O474-31-2041FaxO474-31-7209
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鐘i燕饗開けます。

、、

Ｓ昼
ボラースズキ目ボラ科の熱帯性の魚で、密生するう
ろこと脂険(脂性の険)を持ち、水面を切って飛ぶ姿
は｢錨の飛ぶ夕潮の真シ平らかな｣河東碧梧桐の句で
も有名です。浅海が好きな魚なので幅４キロ沖合い
３キロの遠浅の船橋の三番瀬は絶好の棲み家と言え
ましょう。そこでボラは砂の中の小生物を泥と一緒
に吸い込んで食べるので胃袋がソロバン型の厚い筋
肉でできています。これは｢ボラのへソ｣と呼ばれ、
非常に美味だと珍重されています。ここ船橋では年
間約200トン以上が水揚げされるボラですが、一生
を旅して過ごす出世魚としてその成長の過程で生活
する場所や呼び名が変わります。ボラの産卵地につ
いては謎か多いといわれていますか、黒潮影響下の
フィリピン、台湾沖の海と思われます。早春に鵬化
した｢ハク｣と呼ばれる稚魚たちは遊泳力がつくと北
上して東京湾に入ってきます。この頃になると食性
が変わり、小型の甲殻類を食べていたものがケイ藻
などの付着性海藻や水底の有機物を食べるようにな
ります。そして初夏には川を上り始めますが、体長
１５cm以下のこの時期は｢オボコ｣｢スバシリ｣などと呼
ばれます。その年の秋には川を下り、群れを成して
河口に集まり海水域と汽水域を行き来して成長して
行きます。この時期は「イナ」と呼ばれます。「泡を
食って育つのはイナの子ばかり」といってあわて者
を戒めたりします。そして内湾で冬を越した翌春に
は３～40cmの親魚一｢ボラ｣となり、またおおきな老
成魚を｢トド｣と呼んだりします。これは終局のこと
をいう｢トドのつまり｣の｢トド｣です。内湾で２～３
年を過ごした後には産卵のため南の海に帰って行き
ます。ボラの卵巣を塩漬けにした高級珍味が、トル
コ、ギリシャで考案され長崎に400年前に伝わった
「カラスミ｣です。内湾を離れたボラは再び沿岸に戻
ってくることはなく、これが私たちの知ることので
きる出世魚ボラの生活のすべてです。一生の中の多
くの時間を沿岸で過ごすため、人々 に親しまれこれ
だけ多くの名前を持つのでしょう。また、外洋から
川をのぼり、外洋と内湾と河川がつながっているこ
とを教えてくれるのも東京湾ではサケではなくボラ
なのです。
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船橋市漁業協同組合
〒273船橋市湊町１－２４－６

Ｔｅ1.(代)O474-31-2041FaxO474-31-7209


















